
 

第 247 回 JMRC 中部運営委員会資料＆議事録 

日時：2016 年 5 月 10 日 20:00~22:00 

場所：Web 会議 

《出席者》 

運営委員長 鈴木 隆史 出席 運営委員 永井 伸一郎 出席 

副運営委員長 勝田 照夫 出席 運営委員 小出 正則 欠席 

副運営委員長 嶽下 宗男 出席 運営委員 増田 好洋 出席 

事務局長 村瀬 秋男 出席 運営委員 福田 淳三 欠席 

運営委員 石井 公久 出席 運営委員 山崎 利博 出席 

運営委員 稲葉 憲ニ 出席 運営委員 山本 克典 出席 

運営委員 金子 敏邦 出席 運営委員 井原 慶子 欠席 

運営委員 川崎 裕行 欠席 事務局次長 寺崎 誠治 欠席 

運営委員 菅野 秀昭 出席 JAF 中部本部 金澤 勇人 出席 

運営委員 後藤 康司 出席 運営委員・書記 河田 富美男 出席 

      

 

《資料》 

 ジムカーナ専門部会報告 

 ダートトライアル専門部会報告 

 ラリー専門部会報告 

 事務局 

 総務広報 

《議事進行》 

会議に先立ち、鈴木運営委員長の挨拶の後、嶽下副運営委員長を議長として会議を開始した。 

《議題》 

 各部会報告 

 来年度諸規則の更新について 

 

 

 

  



 

 

 

第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付  2016 年 05 月 10 日 専門部会 ジムカーナ専門部会 

イ
ベ
ン
ト
状
況 

イベント参加台数 

Ｊ
Ａ
Ｆ 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

８８台 ９３台 ９８台 台 台 台 台 台 台 台 90.5 台 

東
海 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

７２台 ８１台 ８６台 台 台 台 台 台 台 台 79.7 台 

北
陸 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

２９台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 29.0 台 

所
管 

昨年の同時期と比べて台数は 

ＪＡＦ戦は同等、東海は微増、北陸は同等となっています。 

 

 

部
会
報
告 

第２回部会を５／１４に予定しています。 

そこで、来年に向けた規則について審議します。 

 

そ
の
他
報
告
・
連
絡 

部会で審議する主な課題は以下の通りです。 

１）マフラー規制について 

 アンケートの結果は、「マフラー規制を解禁すべき」の意見が多数（アンケート資料を添付）。結果を

受けて、解禁の方向となりそう。会場を守るために「マナー向上について」と題した指針を作成する（原

案添付）。一方で 4/20 に国土交通省より施行された騒音規制強化の方針（資料添付）によると、今回の

改正で証明機関による加速走行騒音の計測、騒音性能表示が義務付けられる。古い車用は規制をクリア

する製品が出るまで時間がかかりそう。マフラー選定の指針を作成する方針。 

２）ラジアルタイヤ規制 

 ＤＬから販売されたＰＮクラス用タイヤのβ02 の性能が圧倒的で、かつ摩耗が激しく、価格が高い

（資料添付）。選手より規制して欲しいとの意見が多く、要望書も出された。今後、ＢＳ、ＹＨからも新

タイヤが出ることが予想されており、よりＳタイヤ化する可能性がある。来年のタイヤ規則について、

選手の経済負担、公平性に配慮して審議する。 

  タイヤ規制については全社そろってからでもいいのでは？ 

   JAF 戦は全日本に沿って 

   ミドルは適宜進めていきたい 

３）今年の西日本フェスティバルの準備について 

４）Ｎ、ＳＡクラスの統合について 

 ２０１７年より全日本ではＮ、ＳＡが統合されるため、それに準じた規則を検討する。 

議
案
件 

審議案件 審議結果 

特になし 

 

 

 



 

 

 



 

 





 

  



第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付   2016 年 5 月 10 日 専門部会 ダートトライアル専門部会 

イ
ベ
ン
ト
状
況 

イベント参加台数 

選
手
権 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

６１台 ５５台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

東
海

ｓ
ｒ 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

４台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

北
陸

ｓ
ｒ 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

１６台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

所
管 

・選手権の参加台数は昨年並みのスタートになっていますが、選手権と同日開催の東海ｓｒは 

 ４台と昨年比べ半減でのスタートとなっています。 

部
会
報
告 

・２０１６年度 第２回専門部会を実施しました 

〈開催日時〉  ２０１６年４月９日（日）15:20ＰＭ～17:30ＰＭ 

〈開催場所〉  福井県南条郡 オートパーク今庄 事務所 

内容詳細：別紙参照 

・毎年恒例のダートトライアル部会レベルアップ練習会を実施 

〈開催日時〉  ２０１６年４月９日（日） 

〈開催場所〉  福井県南条郡 オートパーク今庄  

〈参加人数〉１６名 

内容詳細は別紙参照 

同日は ｢始めようモータースポーツ！ダートトライアル見学会＆体験会｣ 

JAF 愛知支部事業課金澤さん、振興事業委員長増田さんと協力により開催 

オートテスト（ダート版）を開催しました。 

そ
の
他
報
告
・
連
絡 

・ダートトライアル専門部会にて、ダートトライアルカレンダーの製作 

（選手権や関係者にて配布中 ５００枚準備） 

JAF スピード部会 

  イオンでオートテスト実施の計画を進めている（イオンモール広島祇園店） 

  イオンでは車のイベントが重要と考えている、開催に対して支援検討、その他地区（関東・関西）

でも計画 

審
議
案
件 

審議案件 審議結果 

 

 

 

 

別紙 1 第 2 回ダートトライアル専門部会議事録 

 http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/423/ 

別紙２ ダートラレベルアップ練習会報告書 

  http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/422/ 

別紙３：ダートラカレンダー 

 http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/424/ 

 

http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/423/
http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/422/
http://jmrc-chubu.jp/darttrial/news/id/424/


第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付  ２０１６年 ５月 １０日 専門部会 ラリー 

イ
ベ
ン
ト
状
況 

イベント参加台数 

選
手
権 

第 1 戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

３４台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

中

部 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

２４台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

ﾁ
ｬﾚﾝ

ｼﾞ 

第 1戦 第 2戦 第 3戦 第 4戦 第 5戦 第 6戦 第 7戦 第 8戦 第 9戦 第 10 戦 平均 

５台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 

所
管 

各クラス成立台数の参加があり、選手権戦として成立。 

全参加台数は、近畿９台・関東１台・中部(チャンピオン戦・チャレンジクラス)２９台であった。 

リタイア台数は１台のみであり、競技進行もスムーズであった。 

 

 

部
会
報
告 

今年度のシリーズ戦共通規定が遅れた為に、競技会特別規則書に少し項目違いが有ったが、特に大きな問題

とはならなかった。 

シリーズ戦の主催における問題点を、次の主催者に伝える為の申し送り書を復活させる必要を感じた為 

次回部会にて審議する。 

ラリー部会として、サービス会場内に各タイヤメーカーのノボリ旗を数本設置し、華やかさを演出した。 

ラリー開催先日に、主催者からの要請もありラリーセミナーを開催した。 

 

そ
の
他
報
告
・
連
絡 

今年になって販売された新しいタイヤの扱いについて、各参加者から意見聴衆を行ったので次回の部会で 

検討する事とする。 

  年度中についてはこのまま継続、夏以降に来年度の方針を決定 

 

JAF ラリー部会： 

  (全日本戦)タイヤの消耗について審議、摩耗度の確認方法について指針を全日本各主催者に提示する。

地方選手権については、これに伴い主催者への指導を行う。 

 

 

 

 

審
議
案
件 

審議案件 審議結果 

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付  ２０１６年 ５月 １０日 専門部会 事務局 

報
告
・
連
絡 

１、 クラブ更新の報告（別紙添付） 

 合計数 124 クラブ 

２、 スポ案支援金申請クラブは、１２クラブからの申請あり。申請人数は, 

１２０名（¥120,000）でした。 

MS 互助会 

 郵便口座をラリー互助会から変更完了 

 スピード行事タイプはまだ入会なし、イベントタイプは数件 

 

新役員の名刺作成を行う。 

ハンドブック規約については 3役で相談 

 

審
議
案
件 

審議案件 審議結果 

３、 熊本地震義援金の設立について 

・設立に関しての意見をいただき、決定なら集める方法

の検討をお願いします。 

   6 月に全国会議での議題あり 

   中部は独自に進めてはどうか？ 

    HP にて告知、7-8 月ごろに集計して JAF 経由で提出 

   具体的な方法（口座等） 

 

 

 

 

 

義援金設立を進める。 

-具体的な手法について検討（事務局） 

-HP での告知を早急に立ち上げる（総

務） 

  まずはトピックで掲示 

  具体的内容決まった時点で、ペー

ジを作成（制作会社と相談）） 

 

  



 

第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付  ２０１６年 ５月 １０日 専門部会 総務広報 

報
告
・
連
絡 

 ＪＭＲＣ中部ホームページ更新作業 

 組織構成、ドキュメント類、ハンドブックの更新終了 

 ラリー、レースのカレンダー、規則等の更新がまだ、情報提供願います。 

  

 5 月末に WEB 制作会社との契約更新、昨年度と同等の内容にて再契約の予定 

 WEB 会議方式での運営員会を本回より開始 

   参加できなかった方へのフォロー 

   3 役は会議室に集合、 

 

 

審
議
案
件 

審議案件 審議結果 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第２４７JMRC 中部運営委員会専門部会報告書 

日付  ２０１６年 ５月 １０日 専門部会 その他 

報
告
・
連
絡 

ハンドブック： 

  ネット上のハンドブックだけでは使いづらい、スポンサー等集めて小冊子作製を検討してほしい。 

   →今後コストを見据えて検討する 

 

共済会規約については現在ドラフトバージョンを作成中、次回に審議の予定。 

 

MS 懇話会 

  行政からも含めた形で懇話会の人選完了。 5 月終わりから 6月初め頃に第一回懇話会開催予定 

  中部及び国内の MS 振興をテーマにしたフリートークを計画、意見・要望あればお願いします 

 

振興委員会 

イベント型互助会の範囲について明確にしたい 

賛助会員から自転車、カートなどのイベントへの適用の問い合わせあり 

次回運営員会にて協議 

 

JAF 

今週末オートテスト開催 

 

Web 会議について 

・次回の運営委員会にて意見集約して今後の方針決めていく 

 

次回： 

  ７月５日（火） JAF 会議室にて開催 

- 役員選任ついて 

Web 会議方針 

審
議
案
件 

審議案件 審議結果 

 

 

 

 

 

 


